














































On the ''Sugaku Dojo'' 
Support Office for Learning Mathematics in Taisho University; 
－Aiming for independent and sustainable learning－ 
 
Motoko Sarashina・Miyoko Imai  [Shoichi Sasaki] 








































































学習のきっかけづくり       
②「基礎技法  A」の宿題（SPI 問題・春学期
に 1年生，秋学期に2年生）のサポート  
③「基礎数学」Ⅰ・Ⅱ（春学期・秋学期），Ⅲ・Ⅳ
（春学期・秋学期）の課題を担当教員と調整し
ながらサポート（履修者）        
④「すらら」 (ｅラーニング ) 受講者の支援  










的処理」についてのサポート        







の指導も受けやすくなった．主な利用者は 1 年生・2 年










































































































































































































































































































・数学道場を何で知りましたか．（図 2）  
・授業以外に学習をサポートしてくれる場
所があることをどう思いますか．（図 3）  
・数学道場の場所についてどう思いますか． 
（図 4）  
・数学道場が開催されている時間について
どう思いますか．（図 5）  
・ラーニングアドバイザーの先生の指導を
受けてどのように感じましたか．（図 6）  
・夏休みや春休みにも数学道場を開催した
ら利用しますか．（図 7）  
・数学道場で少人数での勉強会を開催した
ら参加しますか．（図 8）  
・数学道場に希望することはありますか．




（図 10）  
・最後に数学は好きですか．嫌いですか．  


























































































































































































































































































































Report of Preparation course on national examination of Certified Social Worker in Taisho University 
-Connecting preparation course to department curriculum and Introducing of active learning- 
 
Keiko Tabata 

































① 国試 19 科目で問われる専門知識，倫理，技術を身
につける． 
② チームアプローチによって最善の結果を出せる． 





















2 年次（「特講」Ⅰ）では，週 1 回 1 コマ，一セメス
ターに 15 コマ，年間 60 コマの授業を実施する．例
年，1 学年 90 名程度の学生のうち，約 80 人が履修し



























3 年次（「特講」Ⅱ）では，週 1 回 2 コマ続きで，一
セメスターに 30 コマ，年間 60 コマの授業を実施し，
例年，60～70 人が履修する． 
「特講」Ⅱでは「国試」で出題される 19 科目につ











また，3 年次には 1 か月にわたる実習があるので，
多くの学生が 2 コマ×4 日間，8 コマ程度「特講」に参
加することができない．学生は友人同士の助け合いに
よって多くを補っているが，「特講」としてもその期間






4 年次（「特講」Ⅲ）では，週 2 回 2 コマ続きで授業





















































































































































































6 回目），最後から 2 回目の授業に参加し，分かりにく
かったところを座席の近い学生と検討し（反復学習 7
回目），さらに分かりにくいところを教員が講義する
（反復学習 8 回目）. 
このようにして，復習を重ねた後にセメスター末に
試験を実施すると，ほとんどの学生が合格点（6 割）




























































































































する（反復学習 12 回目）．一日あたり 3～4 科目，6 日
間授業を行い，補習に参加して再テストを受験した者

























































































































































































































































































































































資料１ 2018 年度卒業生へのアンケート結果 「特講」Ⅰについて（抜粋） 






















国試の役に立った 19 19 2 0 1 
1 年次の学習の復習と
して役に立った 
8 24 6 2 1 
2 年次の他の教科の補
習として役に立った 






国試の役に立った 20 17 3 0 1 
実習の事前学習として
役に立った 
11 21 8 0 1 
専門教科の補習として
役に立った 
15 21 4 0 1 
 









































































19 17 1 0 4 
3 年次の他の教科の補
習として役に立った 











13 19 5 0 4 
 



















































































































































































Johnson, D. W., Johnson,R.T.，Smith, K.A.(1991) 




イド』玉川大学出版部   
Fisher,D,B. ＆ Frey,N.E. （ 2014 ） Better Learning 
Through Structured Teaching,：A Framework for 






















Tomlinson,C.A. （ 2014 ） . The  Differentiated 





































（大正大学 DACチュートリアル研究室 チーフ研究員） 
 
In Consideration of the Creation of Essay Rubrics 
for University Entrance Examinations 
 
Konosuke Nakatsuka 



















































































































































































































































Consideration of Strategies to Promote Active Reading Comprehension 
— The Mutual Effects of “Reading” and “Writing” in Scratch Reading — 
 
    Yukiya Takeuchi 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































a_gaika).html(2019年 9月 28日). 
村上陽一郎(1980)「自己の解体と変革」『叢書文化の現








Bakhtin, M.M. (1963) Problems of Dostoevsky's Poetics, 











Career Education Practices in High Schools 


























 この流れを受け,2017（平成 29）年 3 月に小・中学校

























































































































 全 4回の生徒のアンケート結果【図 1‐3】と感想は以
下のとおりである.アンケート回答数は第 1 回 342 名,第
 39 





























































































































































































Starting Essay Witting with “Question” 
―Report on Practice in Elementary education― 
 
Hiroki Tamba 















































































































































表 1：2019 年度・春学期テーマ一覧 










































































第 1回 自己紹介文 
第 2回 キャンパスの内側と外側 
第 3回 わたしはなぜ○○が好きか 
第 4回 わたしの暮らしと環境問題 
第 5回 利己と利他 
第 6回 ことばとは何か 
第 7回 ファーストとスロー 
第 8回 「かわいい」とは 
第 9回 わたしにとっての“クール・ジャパ
ン” 
第 10回 「チャーリー問題」について 
第 11回 わたしにとってお金（の正体）とは 
第 12回 わたしにとって経営とは 
第 13回 わたしにとって「文章を書く」とは 


























































































































































































































































































Career Education in University Regular Curriculum Classes that Lead to Independent Learning 
— Considering Career Awareness Formation and Written Expression through Dialogue — 
 
Akiko Horigami 







































































































表 1 授業の流れ 
回 授業内容 自習課題 











3 ゲストスピーカー講演,質疑応答① ふり返り 
4 ゲストスピーカー講演,質疑応答② ふり返り 
5 ゲストスピーカー講演,質疑応答③ ふり返り 
6 ゲストスピーカー講演,質疑応答④ ふり返り 









8 ゲストスピーカー講演,質疑応答⑤ ふり返り 
9 ゲストスピーカー講演,質疑応答⑥ ふり返り 
10 ゲストスピーカー講演,質疑応答⑦ ふり返り 








































島 2014,堀上 2014）. 































































































































表 3 「2つのライフ」アンケート結果 





見通しがあり,理解実行 4.4 10.9 
見通しはあり,理解不実行 22.0 54.1 
見通しはあるが,不実行 28.0 11.4 






















































































































































































































































Qualitative Change of the Subject to Learn the Process of Writing in the First Year 
 
Tsuneo Izawa 
















































































































   ↓ 
②情報分析力＝収集した情報を多角的に読み取り,現
状やその原因や背景をつかむ 
   ↓ 
③課題発見力＝現状の問題を洗い出したうえで,優先
的に解決すべき課題を絞り込む 
   ↓ 
④構想力＝多角的に解決策を検討し,制約条件など
を考慮して解決策を具体化する 
   ↓ 
⑤表現力＝現状や課題,解決策を他者に向けて適切に
伝える 



















































  前回の振り返り 
  今回の目標の明示 
    ↓ 
2)レクチャー 
  今回修得すべき能力やスキルの解説 
   ↓ 
3)ミニ・ワーク(個人) 
  今回修得すべき能力やスキルを使った例題 
   ↓ 
4)メイン・ワーク(グループ) 
  能力やスキルを活用して成果を出す 




























































































































































Collaboration between Data Science Education and Game Theory: 
































































































































































































【定義 1】試行の根元事象により値が定まる変数 𝑋 を
確率変数という． 
 
【定義 2】離散的な確率変数 𝑋 について， 
𝑓(𝑥𝑖) = 𝑃(𝑋 = 𝑥𝑖)      (𝑖 = 1 , 2 , … … … , 𝑛) 
により定まる関数 𝑓(𝑥) を確率変数 𝑋 の確率関数とい
い， 𝑋 は確率分布 𝑓(𝑥) に従うという． 




【定義 3】 𝑥1 , 𝑥2 , … … … , 𝑥𝑛 の値をとる離散的な確率
変数 𝑋 の確率関数を 𝑓(𝑥) とするとき， 
○確率変数 𝑋 の平均値（期待値）𝐸[𝑋] とは， 
𝐸[𝑋] = ∑ 𝑥𝑖𝑓(𝑥𝑖)
𝑛
𝑖=1
      
 
○確率変数 𝑋 の分散 𝑉[𝑋] とは， 









〔定理〕 離散的な確率変数 𝑋 の確率関数を 𝑓(𝑥) とし， 




   
 
とするとき， 





𝜇 = 𝐸[𝑋] とおくと， 
𝑉[𝑋] = ∑(𝑥𝑖 − 𝜇)









       
 
    = ∑(𝑥𝑖
















































𝑉[𝑋] = 𝐸[𝑋2] − 2𝜇 ∙ 𝜇 + 𝜇2 ∙ 1 
= 𝐸[𝑋2] − 2𝜇2 + 𝜇2 
       = 𝐸[𝑋2] − 𝜇2              
  = 𝐸[𝑋2] − 𝐸[𝑋]2      
(𝑞. 𝑒. 𝑑. ) 





















































  B 
  自 白 黙 秘 
A 
自 白 5 年 A 無罪／B25 年 








































































  収集した情報を整理し，分析方法を考える． 
［06］ちょっと数学してみよう！ 
  確率・統計の基礎的な内容を学んでみる． 
［07］タブレット操作を実践しよう！ 
  Excel・SPSS・Pythonに触れてみる． 
［08］もう一度，タブレットを活用してみよう！ 
  Wi-Fiを活用したグループウェアを構築してみる． 
［09］外れ値を探そう！ 
  データの中に問題となるデータを見つけ出す． 
［10］データの整理・分析を再確認しよう！ 
  分析結果から新たに出現する課題を見つける． 
［11］分析結果から生まれる付加価値を発見しよう！ 


















































(2019年 7月 31日) 
滋賀大学  (2019)『DS-MOOC 講座パッケージ』
(https://www.ds.shiga-u.ac.jp/ds_ms_2018/wp-
content/uploads/2019/07/190610 滋賀大 DS-MOOC






























































































































 2017 年度は,教育開発推進センターの専任教員 3 人が



























































ーライティング部門は,2018 年 9 月に,7 号館 2 階から,1
号館 1 階に移動し,ライティングサポートデスクとして,
学生へのサポートを担うことになった. 








































































2 「技法 B」論証型レポートと SDGs 
秋学期は,例年どおり 2000字以上の論証型レポートの
作成を目指した.2018年度に大きく変更した点は,レポー



























































































































履修者数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 436名 － 225名 － 
秋学期 － 341名 － 139名 
 
皆勤者数 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 123名 － 55名 － 





 AA A+ A A- B+ B B- C+ C 
Ⅰ 0.6 2.9 7.9 15.0 17.9 23.8 11.2 9.7 10.9 
Ⅱ 1.8 6.8 8.6 12.2 18.7 19.8 18.7 7.2 6.1 
Ⅲ 0.6 0.6 3.4 16.2 21.8 23.5 11.7 8.4 14.0 






基礎数学 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
春学期 91.9 － 89.8 － 



























































AA A+ A A- B+ B B- C+ C
成績概評グラフ









Setting Themes for Report Creating in "Core Academic Program B" 



























































































































 まず，本稿で調査対象としたのは，稿者が TA として













































































あった．それに対して図 1 の 2018 年度 A クラスでは，
⑭をテーマに設定しているのは全体のわずか 3％である．
B クラスにおいて，ここまで⑭の割合が上昇した背景に













































































外務省HP『JAPAN SDGs Action Platform』
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/ab
out/index.html（閲覧日2019年 9月 14日） 
外務省HP『ミレニアム開発目標（MDGs）』
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou







覧日 2019年 9月 14日） 
「電通違法残業 上司不起訴「納得できぬ」まつりさん母
「連日徹夜 悪質」」『読売新聞』2017年 7月 8日
東京朝刊 
「小中学校の働き方改革 教員の勤務時間に上限も」『読 
売新聞』2018年 9月 7日東京朝刊 
「「LGBT 生産性ない」自民・杉田氏 月刊誌に寄稿 批
判多数」『読売新聞』2018年 7月 31日東京朝刊 
「プラ制ストロー全廃 すかいらーく 7 月までに」『読
売新聞』2019年 6月 6日東京朝刊 
「プラ製ストローを廃止 スタバ，世界で 20 年までに」
『読売新聞』2018年 7月 10日東京朝刊 
「ユニクロ 脱プラごみへ レジ袋・包装紙に切り替え」
『読売新聞』2019年 7月 4日大阪朝刊 
「ストロー 「脱プラ」先導 飲食店やホテル広がる 海洋











Student Reports on "Core Academic Program B" 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＜事業報告＞          平成 30年度 
 学修支援室（コーナー）利用状況 
                                      中村 公子 
平成 30年度学修支援室の利用状況について報告する． 
【数学道場】 
平成 30 年度より 4 名のラーニングアドバイザーの先
生方による学修支援を以下の曜日に開催した． 
月曜日～金曜日 14:00～17:00 教育開発推進センター
































① 月曜日 14:50～16:20 TOEFL 対策 
② 火曜日 13:10～14:40 留学などで役に立つ英会話 
③ 水曜日 13:10～14:40 フリートークで実力アップ 
秋学期は学修支援コーナー(7 号館 2 階)で開催．テーマ
も変え，開催時間も 1 回 40 分として 1 コマ 2 回で実施
した．火曜日のみ時間変更している． 
① 月曜日 ①14:50～15:30 ②15:40～16:20  
東京オリンピックで使える英会話 
② 火曜日 ①16:30～17:10  ②17:20～18:00 
Study Abroadで役に立つ英会話 








































International Exchange Program in Taisho University 
 
Sho Hiraide 
(Department of Academic Affairs, Taisho University) 
 
大正大学は海外の 6 地域 12 大学(2019 年 5 月 1 日現在)と協定を結んでおり, 協定留学生の受入業
務・派遣業務を主に, 国際交流が展開されている. そのなかで, 受入業務としては, 本学の特色である仏
教を活かして仏教研修を行ったり, 地域とのつながりを活かして留学生が日本人の一般家庭を訪問した
りといったことが行われている. また, 派遣業務では, 半年間もしくは 1 年間の協定留学派遣支援, 1 ヵ
月程度の海外語学研修などが行われている. 本稿では, 2018年度に行われた国際交流業務の報告を行う





大正大学では, 6地域 12大学(2019年 5月 1日現在)
と協定を結んでいる. 協定校は, 下記の通りである. 
[学生・学術交流] 
ハワイ大学(米国), ウェスタンミシガン大学(米国), ミ
ュンヘン大学(独国), 河南大学(中国), 北京大学(中国), 











2018 年度は春学期に 3 名の協定留学生を, 秋学期に
10 名の協定留学生を受け入れた. 国籍の内訳は, 中国 8
名, 韓国 4名, ドイツ 1名である. 3名の協定留学生が半




















 鎌倉研修には, 協定留学生のほか, 本学学生も参加し, 
日本人学生と交流を深めることも目的としている. 2018












































するプログラムで, 毎年春と秋の 2 回実施されている. 







































大学, 東西大学校で 1 ヶ月程度の海外語学研修が実施さ
れている. 2018 年度は, ハワイ大学語学研修が 2019 年
2月9日～3月3日, ミュンヘン大学語学研修が2019年
2 月 10 日～3 月 3 日, 東西大学校語学研修が 2019 年 2
月 12日～2月 26日の期間で実施された. 
 
(1) ハワイ大学語学研修 
学部学科問わず 11 名の学生が参加し, ハワイ大学マ
ノア校で研修が行われた. 















































































































































教育開発推進センターは，大正大学「第 2 次中期マスタープラン（平成 21 年度策定）」に基づき，
平成 26 年度に開設された．開設以来，センターに所属する教員と教務部職員との教職協働により運営
し，平成 30 年度で 5 年目を迎えた．業務運営の方向性については，高等教育を専門とする顧問の佐藤
浩章先生（大阪大学全学教育推進機構）との定期的な会議にて検討した．具体的な取り組みについては，
所管の諸会議・委員会の審議を経て実行することで，全学的な教学マネジメント体制の下に改革を遂行








貫教育』へ」，4）学修支援体制の充実，5）学修ポートフォリオを活用した EM 体制の構築 である．
その具現化に向けて平成 30 年度は，カリキュラム改革を見据えた初年次教育の教育目標の検討，教育





























年生対象 1,181 人中 1,167 人受験，2 年生対象 1,228 人













































































































学内 LAN・大学のポータルサイトの ID/PW 発行，
office365 の ID/PW 発行，ノート PC・学修支援図書貸
















































































































を頻繁に開催した．前期 4 月～9 月に 6 回，中期 10 月



























技法 B」は専任教員の FD を年 27 回（週 1 開催）実施
するとともに非常勤講師対象 FD を年 4 回，TA 研修を
年 4回，情報系必修科目「基礎技法C」は年 2回，語学





















































































学研修は，事前学習 9 回・事後学習 2 回毎週金曜 
18:15~19:15，ハワイ大学語学研修は，事前学習 10回・
事後学習 1 回毎週火曜日 18：15～19：15，東西大学校




















施する新任 FD プログラムを実施している． 




























平成 30 年 5 月 30 日開催 第 6 回全学 FD セミナー 
「平成 29 年度カリキュラムアセスメントチェックリストを活用した自己評価報告会」  
 


































の決議を経て，平成 31年度からの施行となった．  
また「シラバス研修会」を行った第 7 回全学 FD セミ


























日 時：平成 30年 5月 30日 15:00～17:30 
会 場：礼拝堂（大正大学8号館 1階） 
内 容：CACLを活用して根拠に基づきカリキュラムとそのアセスメントの改善点を検討 
     ワーク１：自己評価報告書の発表，他学科・コースからの他者評価 
     ワーク２：質疑応答・ディスカッション 






日 時：平成 30年 10月 24日 15:00～17:00 
第1部 シラバス研修会 15：00～16：30 
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第2部 著作権研修会 16：30～17：00 
会 場：1021教室（大正大学 10号館 2階） 
内 容：【第 1部 シラバス研修会】 
１．講演「今シラバスに求められること」 
伊藤勝久先生（神奈川工科大学 教育開発センター教授） 
    ２．「新シラバス記入要領」の提示 
神達知純先生（大正大学学長補佐、仏教学部准教授、教育開発推進センター 副センター長） 
    ３．「シラバスを書きかえて見えてきたこと」 
林田康順先生（大正大学仏教学部長教授） 
        伊藤淑子先生（大正大学文学部人文学科長教授） 
    【第 2部 著作権研修会】 




「平成 30年度採用専任教員FD プログラム」 
内 容： 第 1回（平成 30年 3月に実施 教育開発推進センター年報第 3号に詳細掲載） 
第 2回（4月 25日）授業支援に関する研修・障がい学生支援に関する研修 
第 3回（5月 23日）教学マネジメントに関する研修 
第 4回（5月 30日）第 6回全学FDセミナー「CACLを活用した自己評価報告会」 
第 5回（6月 27日）大学マネジメントに関する研修・入試学生募集に関する研修 
第 6回（7月 11日）就職活動支援・初年次教育におけるキャリア支援に関する研修 
第 7回（9月 5日）授業実践に関する研修 
第 8回（10月 24日）第 7回全学FDセミナー「シラバス研修会」 
第 9回（9月～1月）授業見学 
第 10回（1月 29日）就職活動出発式 
第 11回（2月 25日）研究倫理に関する研修 


























大正大学教育開発推進センター年報 第 3号：2019年 3月創刊 
 
大学教育学会 第 40回大会：2018年 6月 10日個人発表 
「カリキュラムアセスメントが教学マネジメントに及ぼす効果 
― 教職協働による実質的な教育改革の実現に向けて ―」 
君島菜菜，山内洋，小幡誉子，吉田俊弘，髙橋慈海，福中裕之 
 








第３回 大正大学高大連携フォーラム：2019年 3月 16日研究・実践報告 
「高校における文章表現教育はどのように行われているか 
― 入学生の調査から見えてきたこと ―」 
春日美穂 
 
第３回 大正大学高大連携フォーラム：2019年 3月 16日研究・実践報告 
「高校教育からの接続を大学はどのように受け止めるか 
        ― 大学における文章表現教育の実践 ―」 
  由井恭子 
   
第 25回 大学教育研究フォーラム：2019年 3月 23日ポスター発表 
「文章表現教育の学習履歴が大学生に与える影響 
― 大正大学における学習履歴調査，学生へのインタビューをとおして ―」 












 3  中央教育審議会「キャリア教育・職業教育特別部会」
（平成23年）『今後の学校におけるキャリア教育・職業
教育の在り方について（答申）』  







吉田 俊弘   大正大学心理社会学部人間科学科・TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター長・教授 
学長補佐 
 
神達 知純   大正大学仏教学部仏教学科・TSRマネジメント推進機構教育開発推進副センター長・准教授 
学長補佐 
 
畠山 仁男   大正大学心理社会学部人間科学科・TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター准教授 
 
由井 恭子   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター専任講師 
 
春日 美穂   大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センター専任講師（TA指導） 
 
更科 元子   大正大学非常勤講師・TSRマネジメント推進機構教育開発推進センターラーニングアドバイザー 
 
今井 三代子  大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センターラーニングアドバイザー 
 
佐々木 晶一  大正大学TSRマネジメント推進機構教育開発推進センターラーニングアドバイザー 
 
田幡 恵子   大正大学人間学部社会福祉学科専任講師 
 
竹内 幸哉   大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
中塚 光之介  大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
堀上 晶子   大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
吉次 恵美   大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
丹波 博紀   大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
井澤 恒夫   大正大学総合学修支援機構DACチュートリアル研究室研究員 
 
髙倉 明樹子  國學院大學大学院文学研究科文学専攻博士課程後期 
 
小菅 あすか  國學院大學大学院文学研究科文学専攻博士課程後期 
 
君島 菜菜   大正大学総合学修支援部部長補佐 
筑波大学大学院人間総合科学研究科生涯発達科学専攻博士後期課程 
 
中村 公子   大正大学総合学修支援部総合学修支援課係長 
 
高野 空太   大正大学総合学修支援部総合学修支援課 
 




















ら総合学修支援機構 DAC の中に移動し，業務も DAC のチュートリアル研究室・コミュニケーション
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